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1994～ '9簿度国際ロータリーのテーマ

1995年5月
12日 /都ホテル大阪

13日 /フェスティパルホール

ホスト :大 阪阪南回―タリークラブ
コ・ホスト :大 阪平野ロータリークラブ

大阪天王寺ロータリークラブ
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ごあいさつ

Fe a Frゴθmご

地区大会でお会いしましょう。

今年度の大会は、ロータリー・テーマ Be a Friendを 生か

すために、地域社会への関心事の一つとして、今日の国際都

市大阪に照らした「関西文化のルネッサンス」を副題に掲げ

ました。

21世紀に向けて、さらに確実な歩みを続けるために「関

西」を見つめなおそう
一
そんな思いを込めて、国際ロー

タリー第2660地 区1994～ '95年度地区大会を1995年 5月 12

日(金)に「都ホテル大阪」で、13日 (土 )に はフェスティバ

ルホールにおいて開催する事になりました。私ども地区大

会実行委員会一同は、必要な行事をこなすと共に、皆様が何

かを得て喜んで帰っていただけるような、意義ある大会に

なるよう努め、楽しい催 しになる事を期待 しております。

ホス ト大阪阪南ロータリークラブ、コ・ホス ト大阪平野ロ

ータリークラブ、大阪天王寺ロータリークラブの会員一同は、

Be a Friendの 精神に添い、真心を込めて皆様をお迎えする

準備を整えております。

皆様ご多忙の事と存じますが、国際ロータリー第2660地

区の年に一度のロータリアン全員のための大会でございま

すので、何とぞご都合をおつけ下さり、ご出席いただけるよ

う、お願い致 します。

では、会場で皆様にお目にかかる事を楽しみに。

ガバナー

大会委員長

中野 董夫
松本重太郎

登録料及び参加料

タイムスケジュール

会  場

都ホテル大阪

(浪速の間)

都ホテル大阪
(大和の間 )

都ホテル大阪
(明 日香の間)

都ホテル大阪
(金剛の間)

サントリー
ミュージアム

フェステ
ホー

開会式・シンポジウム

職業奉仕部門

国際奉仕部門

家族のつどい

R.I.会長代理ご夫妻
歓迎晩餐会

0大会登録料  会 員   1名
ご家族   1名

(||こ |)R.I.会長代理ご大妻歓迎晩餐会 1名

15,000円

10,000円

20,000円

都ホテル大阪
(浪速の間)
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匿亜壷□
会長 0幹事部門

社会奉仕部門

ロータリー財団部門
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時間・要項

12:00登お 受付
13:00開会
13:30ン ンポジウム『地域文化のオlI I,起 こし一

KANSAI文化のルネッサンス』
◆出席者 (予定)
コーディ不―ター 浜村 1享 (パーソナリティ)
パネリスト    磯村隆文 (大阪市助役)

黒田 清 (ジ ャーナリス ト)
河内厚郎 (評論家・

プロデューサー)

15:00閉会

15:00 子ま_£求
15:30開会
17:30閉会

15:00

15:30

17:30

15:00

15:30

17:30

15:00

15:30

17:30

15:00

15:30

17:30

登録

開会

開会

登録

開会

開会

登録

開会

開会

登録

開会
開会

15:00

15:20

15:50

16:00

17:25

17:′15

登録

都ホテル大阪出発 (バス)
Fサ ントリーミュージアム三着
ンアタ~見学
Fサ
ントリーミュージアム_発

都ホテル大阪着

『飛鳥峯王と日本舞踊アカデミー」

17:45二i_f訳

18:15開宴
20115閉 宴

10:00～ 15:00

Be a Friendコ ーナー
『チャリティー絵画展 j

=地下1階 ジオ(GEO)=薄 茶席

15:05記念講演
講師 岩國哲人氏 (予定 )

(出雲市長・バージニア大学客員教授 )

17:15閉会

12:30開会
公式行事

インメント
オン ステージ

記念講演

記念講演

講師 岩國哲人氏
(出雲市長・バージニア大学客員教授 )

1936年大阪市に生まれる。7歳のときに父を亡くし、小学校2年のとき

戦火を避けて母の郷里島根県へ。出雲高校を経て、59年、東京大学

法学部を卒業。同年、日興證券入社、證券界のマル優制度を創設。

ニューヨーク、パリ、ロンドンと海外勤務が続く。77年、娘の教育のため

と銀座支店長への栄転の辞令を返上して同社を退職。アメリカの投

資銀行モルガン・スタンレーを経て、84年、世界最大の投資銀行であ

るメリル・リンチ社へ。87年米国本社副社長に就任。89年 3月 郷里の

熱心な市長選挙への出馬要請にこたえて同社を退職。同年出雲市長

に就任。『行政は最大のサービス産業』という持論をもとに(ショッピング

センター内の行政の土。ロサービスコーナー開設)や (樹医制度の創

設)など次々と新施策を打ち出し注目される。93年4月 出雲市長に再
選。現在アメリカのバージエア大学客員教授。国の臨時行政改革推

進審議会専門委員などを歴任。わが国を代表する国際経済人である

とともに、国政についても地方から積極的に発言をしている。

O主な著書に「部の論理」(光文社、共著)/「男が決断する時」
(PHP研究所)/「世界の潮流、日本のうねり」(世界文化社)「出雲か

らの挑戦」「出雲発日本改革論」(日 本放送出版協会)随筆集「三つ

の約束 I・ II・ III」 (読売新聞社)/「現代を創る」(学習研究社)など、

週刊読売に「出雲の国から」を連載中。

エンターテインメント

・ なかじま けい こ

中島 啓江 (歌 手 )

11100～ 12130

昼食
※喫茶コーナーもご用意しております。

庇児島に生まれる。昭和音楽大学ディプロマコース・オペラ専攻科

終了。春平紀美、故・砂原美智子、マルチェラ・ゴヴォーニ各女史に

師事。1979年 、藤原歌劇団入岡。

1986年には、初のソロ・コンサート「天高くオペラ肥ゆる秋」を青山円

形劇場で行う。その後、宮本亜門演出の
‐
IGOT MERMANIな どの

ミュージカルを始め、NHK「 音楽・夢コレクンヨン」、TBS「 平成名物
TV・ イカすバンド天国」などに出演、存在感を広く知らしめた。

以後、オペラのみにとどまらず、ラジオにテレビにCIMにと幅広い活躍

を続けている。

10:00登録・受付

簿 瞼
‐ア1‐ :議鶴‐||.儘
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曹墜鑢



谷町 8

地下鉄千日前線 千 日

ハイハイ
タウン

近鉄線

地
下
鉄
谷
町
線

近鉄劇場別館

近鉄劇場

ヽ
ヽ
ツ

ー
〃
ゝ

■会場案内図

●「都ホテル大阪」の駐車場は、台数に限りがあり

ます。お車でのご来場は極力ご遠慮 ください。

●電車でのご来場の方は、地下鉄谷町九「 日駅
から

徒歩 3分。近鉄上本町駅東隣です。

●関西国際空港からリムジンバス(上本町線)で 50分。

●関西国際空港から南海本線 (難波のりかえ。近鉄

線 11本町駅下車)で 45分。

●関西国際空港からJR阪和線 (天 11寺のりかえ 。

地下鉄谷町線谷町九丁目駅下車)で 60分。

●大阪国際空港からリムジンバス([1本町線)で 30分。

● JR新大阪駅から地下鉄御堂筋線 (難波のりかえ
・近鉄線上本町駅または、地下鉄千日前線谷町九

丁目駅下車)で 30分。

● JR大阪駅から大阪環状線 (鶴橋のりかえ 。近鉄
線上本町駅下車)で30分。

●フェスティバルホール周辺には、駐車場がありま

せんので、お車でのご来場はご遠慮ください。

●電車でのご来場の方は、地下鉄四ツ橋線肥後橋駅

から徒歩 3分。御堂筋線淀屋橋駅から7～ 8分です。

至西梅田 至梅田

阪神高速環状線

心鼻

朝日新聞
ビル

上
町

筋

〒552大阪市港区弁天l-2-1オークl番街2311号
||‐ 国際ロニタリニ第2660地区

. || |_| |・  |.  ‐  | ||

地区大会事務局
TEL(06)577… 1626(代表).FAX(06)577-1627

土佐堀川



国際ロータリー第2660地 区1994～ '95年度地区大会

クラブヘ の 申込 書

※○印を入れてください。

会員名 ご家族名

大阪ベイエリアクルージング 出 欠 出 欠

『
)ト

`ユ

ニ』

部出

Fl席

別義

懇務

談者

会2

会長・幹事部門

職業奉仕部門

国際奉仕部門

ロータリー財団部門

社会奉仕部門

出 欠

出 欠

出 欠

出 欠

出 欠

上記 部門別懇談会に出席義務者以外のかたで ご出席希望の方
(              音「門)

家族のつどい 出 欠 出 欠

RoI.会長代理ご夫妻
歓迎晩餐会

出 欠 出 欠

本 会 議 出 欠出 欠

日澪呈 行  1事 △ 鼠
蚕 貝 ご家族

薔↓
E ll

5月 10日 (7K)

、大会第1職 ||

5月 12日10

|.大会第2海

5月 13日 (土)

クラブヘの申込 み糸帝‐切 園 3月 10日
クラブヘの:変更lを 買文jl肖‐圏 3月 24日

お 願 い  会員の方はそれぞれ必要欄11こ こ・記入の上、
―
クラブ幹事へご提出ください:

―   クラブ幹事様↓よ会員の集計を登録用紙にご記入の上、大会事務局ヘ
ご提出くださしヽ。

☆会員。ご家族ともに、 どの部門itご参力iいただく時でも|、 大会登録が
必要です。      |
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